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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 10,144 2.1 2,079 △10.2 1,120 △43.2

23年3月期第1四半期 9,932 △1.6 2,316 13.3 1,971 54.0

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 1,182百万円 （△41.5％） 23年3月期第1四半期 2,020百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 28.67 ―

23年3月期第1四半期 50.23 44.54

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第1四半期 1,875,920 84,715 4.4 2,141.84
23年3月期 1,768,482 84,902 4.7 2,118.47

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  82,929百万円 23年3月期  83,152百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 8.00 ― 22.00 30.00

24年3月期 ―

24年3月期（予想） 15.00 ― 15.00 30.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 20,000 0.9 3,600 △0.4 2,100 △15.0 54.24
通期 40,000 0.9 7,500 7.6 4,500 3.8 116.22



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 39,308,470 株 23年3月期 39,308,470 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 589,899 株 23年3月期 56,993 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 39,070,410 株 23年3月期1Q 39,253,499 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（1）連結経営成績に関する定性的情報 

平成 24 年 3 月期第 1 四半期（平成 23 年 4 月 1 日から平成 23 年 6 月 30 日まで）の国内経済は、東日本大

震災の影響による電力供給の制約やサプライチェーン復旧の遅れから、生産活動の減少や企業収益の下押しが

生じたため、弱い動きとなりました。 
沖縄県経済は、個人消費が底堅い動きを続けましたが、建設は企業の建設投資意欲の弱さなどを背景に引き

続き弱含んでおり、観光も震災後の旅行自粛ムードなどから弱い動きとなり、後退しつつありました。 
このような環境のもと、当行グループの当第 1 四半期の業績は以下の通りとなりました。 
経常収益は、貸出金利回りの低下により貸出金利息は減少しましたが、好調な預金推移を背景とした有価証

券平残の増加により有価証券利息・配当金が増加し、また、前年同期は特別利益として計上していた貸倒引当

金戻入益、償却債権取立益を「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会会計制度委員会報告第

14 号）に基づき、その他経常収益に計上したことなどから前年同期を 2 億 11 百万円上回る 101 億 44 百万円

となりました。 
一方、経常費用は、システム関連費用の削減等を実施したことで営業経費は減少しましたが、役務取引等費

用が増加したこと、預金平残増加により預金利息が増加したことなどから前年同期を 4 億 48 百万円上回る 80
億 64 百万円となりました。 
この結果、経常利益は前年同期を 2 億 36 百万円下回る 20 億 79 百万円となりました。前年同期比では貸倒

引当金戻入益が減少したことなどから四半期純利益は前年同期を 8 億 51 百万円下回る 11 億 20 百万円となり

ました。 
 
（2）連結財政状態に関する定性的情報 
当第 1 四半期末の総資産は前連結会計年度末比 1,074 億円増加の 1 兆 8,759 億円となりました。純資産は前

連結会計年度末比 1 億円減少の 847 億円となりました。 
 主要勘定としては、預金は、個人預金、法人預金、公金預金ともに増加したことで、前連結会計年度末比 943
億円増加の 1 兆 7,275 億円となりました。貸出金は、個人向け貸出が住宅ローンやアパートローンを中心に増

加したものの、法人向け貸出が例年の季節的な資金需要の変動により減少したことで前連結会計年度末比 397
億円減少の 1兆 1,683億円となりました。有価証券残高は、国債等の積み増しにより、前連結会計年度末比 1,048
億円増加の 4,703 億円となりました。 
 
（3）連結業績予想に関する定性的情報 
平成 24 年 3 月期中間期および通期の連結業績予想につきましては、平成 23 年 5 月 13 日に公表した数値か

ら変更ありません。 
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２．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年6月30日) 

資産の部   

現金預け金 32,130 30,127

コールローン及び買入手形 112,710 155,355

買入金銭債権 923 872

商品有価証券 20 4

金銭の信託 2,996 2,996

有価証券 365,521 470,377

貸出金 1,208,066 1,168,324

外国為替 866 675

その他資産 10,600 12,804

有形固定資産 18,996 18,932

無形固定資産 1,809 2,382

繰延税金資産 11,690 10,905

支払承諾見返 9,883 9,602

貸倒引当金 △7,731 △7,439

資産の部合計 1,768,482 1,875,920

負債の部   

預金 1,633,191 1,727,536

借用金 1,564 2,104

外国為替 62 57

社債 18,000 8,000

信託勘定借 1 1

その他負債 15,138 38,766

賞与引当金 532 230

退職給付引当金 1,469 1,543

役員退職慰労引当金 356 －

睡眠預金払戻損失引当金 133 133

偶発損失引当金 170 153

再評価に係る繰延税金負債 3,075 3,074

支払承諾 9,883 9,602

負債の部合計 1,683,579 1,791,205

純資産の部   

資本金 54,127 54,127

資本剰余金 10,043 10,043

利益剰余金 18,865 19,123

自己株式 △101 △606

株主資本合計 82,934 82,687

その他有価証券評価差額金 △612 △587

繰延ヘッジ損益 0 △1

土地再評価差額金 831 830

その他の包括利益累計額合計 218 241

少数株主持分 1,749 1,786

純資産の部合計 84,902 84,715

負債及び純資産の部合計 1,768,482 1,875,920
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
   四半期連結損益計算書 
   第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年4月1日 
 至 平成22年6月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年4月1日 
 至 平成23年6月30日) 

経常収益 9,932 10,144

資金運用収益 8,104 7,823

（うち貸出金利息） 7,366 6,996

（うち有価証券利息配当金） 657 742

信託報酬 0 0

役務取引等収益 1,550 1,641

その他業務収益 161 151

その他経常収益 115 526

経常費用 7,616 8,064

資金調達費用 1,140 1,296

（うち預金利息） 1,074 1,201

役務取引等費用 607 782

その他業務費用 3 6

営業経費 5,687 5,626

その他経常費用 176 351

経常利益 2,316 2,079

特別利益 1,261 0

固定資産処分益 － 0

貸倒引当金戻入益 1,189 －

償却債権取立益 71 －

特別損失 135 5

固定資産処分損 1 5

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 133 －

税金等調整前四半期純利益 3,441 2,074

法人税、住民税及び事業税 135 143

法人税等調整額 1,275 771

法人税等合計 1,410 915

少数株主損益調整前四半期純利益 2,031 1,158

少数株主利益 59 38

四半期純利益 1,971 1,120
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第1四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,031 1,158

その他の包括利益 △10 23

その他有価証券評価差額金 △7 24

繰延ヘッジ損益 △2 △1

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 △0

四半期包括利益 2,020 1,182

親会社株主に係る四半期包括利益 1,960 1,143

少数株主に係る四半期包括利益 59 38
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当ありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当ありません。

（５）重要な後発事象

該当ありません。
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平成24年3月期　第１四半期財務・業績の概況説明資料

１．損益の概況【単体】
（1）概況

（単位:百万円）
平成24年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期 平成23年3月期

第1四半期 第1四半期 通期予想 通期実績
(3カ月累計) 前年同期比 (3カ月累計) (12カ月累計) (12カ月累計)

(A) (A)-(B) (B)

6,996       △509       7,505       28,791      

6,436       △413       6,849       27,315      

0            0            0            0

415         △84        499         1,400       

144         △13        157         75          

5,446       △57        5,503       21,708      

2,604       99          2,505       9,814       

2,541       △160       2,701       10,773      

300         3           297         1,120       

1,549       △453       2,002       8,000       7,083       

除く 国債等債券損益（５勘定尻） 1,467       △440       1,907       7,250       

-           -           -           -           

1,549       △453       2,002       8,000       7,083       

うち 国債等債券損益（５勘定尻） 81          △13        94          △167       

470         568         △98        △1,278     

うち 株 式 等 損 益 （ ３ 勘 定 尻 ） △133       △91        △42        △122       

うち 不 良 債 権 処 理 額 ② 169         98          71          1,226       

うち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ 607         607         ― ―

うち 償 却 債 権 取 立 益 ④ 148         148         ― ―

2,018       117         1,901       6,500       5,795       

△5         △1,564     1,559       1,699       

うち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③ ― △1,625     1,625       1,226       

うち 償 却 債 権 取 立 益 ④ ― △69        69          665         

うち 資 産 除 去 債 務 会 計 基 準
の 適 用 に 伴 う 影 響 額

― △133       133         133         

2,012       △1,449     3,461       7,494       

6           0            6           27          

847         △570       1,417       3,263       

854         △570       1,424       3,291       

1,158       △879       2,037       4,300       4,203       

△586       1,037       △1,623     △665       

※「金融商品会計に関する実務指針」(日本公認会計士協会会計制度委員会報告第14号)に基づき、平成24年3月期第１
   四半期より、従来「特別利益」に計上していた「貸倒引当金戻入益」および「償却債権取立益」は「臨時損益」に
   計上しております。

特 別 損 益

経 常 利 益

業 務 純 益

臨 時 損 益

業 務 粗 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）

資 金 利 益

人 件 費

信 託 報 酬

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

物 件 費

税 金

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 ①

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 前 )

税 引 前 四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

ネ ッ ト 与 信 費 用 ① ＋ ② - ③ - ④

四 半 期 ( 当 期 ) 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

　当第1四半期のコア業務純益は、有価証券平残増加による有価証券利息・配当金の増加、経費の削
減がありましたが、貸出金利回りの低下による貸出金利息の減少、預金平残増加による預金利息の
増加などから前年同期を440百万円下回る1,467百万円となりました。

　四半期純利益は、貸倒実績率の低下により貸倒引当金戻入益を計上したことなどからネット与信
費用は戻入となりましたが、前年同期比では貸倒引当金戻入益が減少したことから、前年同期を879
百万円下回る1,158百万円となりました。
　なお、平成23年5月13日に公表した平成24年3月期中間期および通期の業績予想に変更はありませ
ん。
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（2）コア業務純益
※1

　※1.「コア業務純益」は、一般貸倒引当金繰入および国債等債券損益（5勘定尻）を除く業務純益。

（3）有価証券関係損益

（4）ネット与信費用
※2

　※2.「ネット与信費用」は、一般貸倒引当金を含む不良債権処理額から償却債権取立益を差し引いたもの。

（5）四半期純利益

コア業務純益の前年同期比増減内訳

1,907

1,467

（単位：百万円）

23年3月期第1四半期コア業務純益

24年3月期第1四半期コア業務純益

預金利息の増加

その他

役務利益の減少

貸出金利息の減少

有価証券利息・配当金の増加

313百万円

増加

（備考）銀信合算外貨実質ベース。

440百万円減少

-142

-84

-11

-343

+84

経費の減少 +57

コア業務純益は、有価証券平残増加による有価証券利息・配当金の増加、経費の減少があり
ましたが、貸出金利回りの低下による貸出金利息の減少、預金平残増加による預金利息の増
加などから前年同期を440百万円下回る1,467百万円となりました。

以上の結果、四半期純利益は、前年同期を879百万円下回る1,158百万円となりました。

ネット与信費用は、正常先､その他要注意先の貸倒実績率が低下したことで一般貸倒引当金が
取崩しとなったことから586百万円の戻入となりました。なお、前年同期は同様の理由から
1,623百万円の戻入となっています。

国債等債券損益（5勘定尻）は、債券売却益の減少から前年同期を13百万円下回りました。
株式等関係損益（3勘定尻）は、政策保有株式の一部銘柄で減損を実施したことから前年同期
を91百万円下回りました。

経費は、システム関連費用を削減したことなどから前年同期を57百万円下回りました。

有価証券利息・配当金は、好調な預金推移を背景に有価証券の平残が1,267億円増加したこと
から前年同期を84百万円上回りました。

預金利息は、定期預金標準金利の段階的な引き下げ実施後も、個人・法人とも定期預金が好調
に推移し、預金平残が1,286億円増加したことから前年同期を142百万円上回りました。

貸出金利息は、住宅ローンやアパートローンを中心とした個人向け貸出は好調に推移しました
が、法人の資金需要低迷から貸出金平残は12億円減少し、利回りも低下したことから前年同期
を343百万円下回りました。
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２．｢金融再生法ベースのカテゴリーによる開示｣【単体・連結】

【単体】 (単位：億円) (参考)(単位：億円)

平成23年6月末 平成22年6月末 平成23年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

100            95             99              

危 険 債 権 107            99             105             

要 管 理 債 権 49             28             46              

合 計 257            224            251             

開 示 債 権 比 率 2.17% 1.91% 2.05%

【連結】 (単位：億円) (参考)(単位：億円)

平成23年6月末 平成22年6月末 平成23年3月末

破産更生債権及びこ
れらに準ずる債権

134            129            131             

危 険 債 権 111            105            109             

要 管 理 債 権 52             35             48              

合 計 298            269            289             

開 示 債 権 比 率 2.45% 2.23% 2.30%

(注)　上記【連結】の計数は持分法適用会社を含んでおります。

金融再生法開示債権（単体）の推移

149

24 17 46 49

192
259

103 101
105 107

75 65

70 84
99 100

210

2.05% 2.17%

4.21%

1.65% 1.66%

4.02%

251

478 474

198 203

257

0

100

200

300

400

500

600

700

19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 23年3月末 23年6月末

（億円）

-1%

0%

1%

2%

3%

4%

5%破産更生等債権

危険債権

要管理債権

開示債権比率

金融再生法開示債権額（単体）は、要管理債権が増加したことなどから前年度末比5億円
増加の257億円となりましたが、引き続き低水準を維持しています。
金融再生法開示債権比率（単体）は、前年度末比0.12ポイント上昇の2.17％となりまし
た。
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３．自己資本比率(国内基準)【単体・連結】

【単体】 （参考）
平成23年6月末 平成23年9月末 平成23年3月末

実績 予想値 実績

10.18% 10.0%程度 9.92%

8.90% 8.8%程度 8.59%

【連結】

平成23年6月末 平成23年9月末 平成23年3月末

実績 予想値 実績

10.51% 10.3%程度 10.23%

9.16% 9.1%程度 8.85%

（注）上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

４．時価のある有価証券の評価差額【連結】

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

その他有価証券 4,349      △9        2,689      2          3,290      △10       
株式 59         △24       67         △17       61         △22       
債券 4,108      25         2,429      35         3,052      23         
その他 181        △10       192        △16       176        △11       

(注)１．｢評価差額｣及び｢含み損益｣は、基準日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後。)と時価との差額を計上しております。

　　２．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、時価のある子会社、関連会社株式は該当ありません。

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

328        12         380        14         338        11         

 自己資本比率

 TierⅠ比率

 自己資本比率

 TierⅠ比率

平成23年6月末 平成22年6月末

含み損益

平成23年3月末

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

満期保有目的の債券

平成23年3月末

帳簿価額 含み損益

平成23年6月末 平成22年6月末

帳簿価額 含み損益 帳簿価額

時価のある有価証券の評価差額（連結）の推移

-11

-23

-32

-22-16
-29 -24

2528 23

-25

4

-14
-10-11

-9-10
2

-44

-78-80

-60

-40

-20

0

20

40

20年3月末 21年3月末 22年3月末 23年3月末 23年6月末
（備考）「その他目的」で時価のある有価証券の評価差額。

株式 債券 その他 評価損益合計

自己資本比率（単体）の推移

9.27%
8.60%

9.66%

10.49%
9.92% 10.18%

7.46%

8.59% 8.90%

6.90%
8.09%

8.79%

6%

7%

8%

9%

10%

11%

12%

19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 23年3月末 23年6月末

自己資本比率 TierⅠ比率

・自己資本比率（単体）は、リスクアセットの減少を主な要因として、平成23年3月末比0.26ポイント上昇
しました。
・平成23年9月末は、貸出の増加等によるリスクアセットの増加が見込まれることから、当第1四半期末比
0.2ポイント程度低下の10.0％程度を予想しています。

債券は市場金利が低下したことで、前年度末比＋1億円となりましたが、保有株式が同△1億円となっ
たため、その他有価証券の評価差額は前年度末比横ばいとなりました。
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５．預金・貸出金の状況【単体】

(１) 預金残高 (単位:億円) (参考)(単位:億円)

平成23年6月末 平成22年6月末 平成23年3月末

　預金(末残) 17,343        15,631        16,407        

　うち個人預金 11,247        10,500        10,872        

　預金(平残) 16,520        15,234        15,414        

(注)信託勘定を含んでおります。

(２) 預かり資産の残高（末残） (単位:億円) (参考)(単位:億円)

平成23年6月末 平成22年6月末 平成23年3月末

　国　　　　　債 663           768           697           

　投　資　信　託 687           717           702           

　個 人 年 金 保 険 388           366           382           

　計 1,738         1,852         1,781         

（注）「個人年金保険」は契約額の累計。

預金（単体・末残）の推移

9,992 10,217 10,500 10,544 11,247

3,615 3,761 3,666 3,835 4,124 4,247

10,872

1,074 1,262 1,464 1,239
1,410

1,848

17,343
16,407

15,61915,63115,24114,682

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

21年9月末 22年3月末 22年6月末 22年9月末 23年3月末 23年6月末

（億円） 個人 法人 地公体等その他

預金（末残）は、退職金、年金、賞与資金の受け入れなどにより個人預金が引き続き好調に推移
したこと、法人、地公体預金も増加したことなどから前年度末を935億円上回る1兆7,343億円と
なりました。
前年同期末比では、個人、法人、地公体預金ともに好調に推移したことから1,711億円増加しま
した。

預かり資産は、個人向け国債の償還が増加したことなどから前年度末を43億円下回る1,738億円と
なりました。

預かり資産（単体・末残）の推移

815 790 768 736 663

811 799 717 732 702 687

697

352 361
366 372 382 388

1,7381,7811,8421,8521,9511,979

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

21年9月末 22年3月末 22年6月末 22年9月末 23年3月末 23年6月末

（億円） 国債 投資信託 個人年金保険

（備考）「預かり資産」は国債、投資信託、個人年金保険（契約額）の合計。
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(３) 貸出金残高 (単位:億円) (参考)(単位:億円)

平成23年6月末 平成22年6月末 平成23年3月末

　貸出金(末残) 11,702        11,577        12,106        

　うち住宅ローン 3,291         3,136         3,236         

　貸出金(平残) 11,625        11,637        11,636        

(４) 預金利回り

(５) 貸出約定平均金利

貸出金（単体・末残）の推移

5,187 5,218 5,268 5,403 5,480

5,708 5,660 5,160 5,404 5,423 5,075

5,040

1,1471,2791,1891,197
1,2471,167

11,916 12,095 11,577 11,862 12,106 11,702

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

21年9月末 22年3月末 22年6月末 22年9月末 23年3月末 23年6月末

（億円）
個人 法人 地公体等その他

預金利回りの推移

0.33%
0.29%

0.26% 0.27% 0.27% 0.29%0.28%

0.00%
0.05%
0.10%
0.15%
0.20%
0.25%
0.30%
0.35%
0.40%

20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/下 23/1Q

（備考）信託勘定を含む国内部門の値。

貸出約定平均金利の推移

2.44%
2.40%

2.38%
2.35%

2.33%

2.48%
2.50%

2.20%

2.25%

2.30%

2.35%

2.40%

2.45%

2.50%

2.55%

20/上 20/下 21/上 21/下 22/上 22/下 23/1Q

（備考）対象期間中の各月末貸出平均約定金利を単純平均した値。

貸出金（末残）は、個人向け貸出が住宅ローンやアパートローンを中心に増加したものの、法人
向け貸出が例年の季節的な要因により減少したことなどから前年度末を403億円下回る1兆1,702億
円となりました。
前年同期末比では、住宅ローンやアパートローンを中心とした個人向け貸出が好調に推移したこ
となどから125億円の増加となりました。

預金利回り（信託勘定を含む国内部門）は、個人・法人とも定期預金が引き続き好調に推移し
たことなどから平成22年度下期より0.01ポイント上昇しました。

貸出金利（各月末約定平均金利の単純平均）は、事業性貸出の需要低迷や住宅ローンの増加に
より、平成22年度下期より0.02ポイント低下しました。
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